
博物館学雑誌第 10 巻第 1 号・第 2 号合併号(通巻 12 号) 1........ 29 ベージ・1985 年 3 月

論文

最近の科学館における展示傾向に関する調査と分析

特にこども科学館の展示内容をふまえて

A Study on the Exhibition Trends seen in Recent 
Science Museums: 

Especially on the Exhibitions of Children's 

Science Museums. 
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1. 調査の目的

Saburo MlNAGAWA 

えで施設をつくらないと その施設の内容もすっきりし

ここ数年来，子ども科学館という名称の博物館機能 たものにはならないし，見学者の満足度も得られず，施

をもっ施設が全同各地に設置されたり，設置の準備が進 設の利用に対する意欲を高めることもできず，設立理念

められたりしている。 の実現にも困難を来たしてしまうと考えられる。漠然と，

これらの施設は，間際児童年と相まって各地の既存の 「子ども」云われて浮かぶイメージの年令層においても，

児童館における科学展示部門が拡充強化されて独立館と その知的な理解レベルには大きな断層がある。幼稚園児

なるもの，児童館が科学館として完全に脱・皮するもの， と小学校低学年生，低学年生と高学年生，さらに中学生

当初からの博物館法に準拠する館として設置されるもの や高校生となると同一には到底扱うことができないので

などいろいろな意図で、つくられている。 ある。

この際，名称に冠している「子ども j という表現は当 このような知的レベルキャップの大きい対象に対して，

然のことながら見学対象の重点を「子ども」においてい科学館の展示内容をどのように意図していったらよいか，

ることを示すものである。諸外国におけるチルドレンズ これは鯨の設立にあたって，また改装にあたって，さら

ミュージァムに相当するものと考えて間違いない。 に運常管理にあたって慎重にしかも充分に策を練り，関

ところで，この「子ども」という概念の枠はたいへん 係者全員のコンセンサスを待て作業を進めなくてはなら

あいまいで，年令的にどの辺のことを指しているのか甚 ない。

だ明確でない。幼児や児童と云われる未就学者や小学校 また， I子ども fi 学館」と称する施設は登録，相当施

在校者は当然としてこの対象となる。それでは，生徒と 設(指定人類似施設と L、う博物館法にのっとるものに

云われる中学生や高校生はどうなるのであろうか。中学 はそれなりの設備と専門学識を持った人材を整えねばな

校課程は義務教育であるから間違いなく児童のカテゴリ らないが，もしもこのような法にのっとらないで単に児

ーに入れたとしても，高弘生の扱いは問題である。また，童館の延長とでしかないものがあるとすると，それは果
幼年，少年，青年という分類もある。この場合は，幼年 して科学館として充分機能し得るのかと案じられるので

では小学生以下(乳児は除く) ，少年では中学・高校生，ある。

青年では大学生ということであろうかの 一般科学館という，見学対象の知的レベルを中学校卒

さて I子ども科学位」と L、ぅ場合のカテゴリーはど 業程度としているところでも現実には小学生や幼稚園児

うなるのであろうか。この辺の意識をはっきり持ったう の見学も受け入れている。したがって，これらにおいて
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も多様な知的レベルへの対応策，特に解説パネノレの処理 示との複合効果をねらっているものもある。いずれにし

には大いに悩まされている。また，展示項目の選定，展 ても，各館とも宇宙，交通，通信，人間科学といった分

示方法においても同様である。 野別専門館ではなく，総合的色彩を持つものである。

以上の事柄をふまえて，この「子ども科学館」におけ (2) 館の展示内容は，普通大，中，小，細の各項目に展

る展示内容がどのようになっているか，これらと他の既 関される形で示される。なかには，これらの 4 分割では

存の「青少年科学館」および「一般科学館j における展 なくもっと細かい場合もあるが，調査にあたっては入手

示内容とを並列的に比較して それぞれの特徴ある傾向 した資料に記載されている内容の最も細かいものをとり

をつかんでみる必要性を痛感した次第である。そして， あげている。但し，この項目名は展示品名と一致すると

これらの傾向がつかめれば，各館における今後の活動に は限らず，普通は 1 項目名が 2----3 点の展示品で構成さ

とっても，またこれから新設を考えている施主側にとっ れることが多い。

てもある種のプラシニング上の指針が得られることが期 (3) 学校教育における教科目のなかで展開される項目に

待できる。 ついては，資料 E にまとめて記載している。各科目ごと

ところで，社会教育機関として明確に性格づけられ に，高校のものを基準にして中学校，小学校高学年( 4 

ている博物館としての科学館では，当然学校教育内容に 年次以上〉の該当するものをまとめた。

引きづり回わされることはないのであるが，見学対象を 項目名のうち，中学や小学校のもののなかには教科書

特に明確にしている「子ども」または「青少年」科学館 のほかに学習参考書で使用している名称を使ったものも

においては，それらの対象が現在学校教育の課程のなか ある。いずれにしても，これらの項目名はすべて学習指

におり，その課程で得られつつある教科目の履習内容に 導要領に準拠しているものである。

よって知的レベルを判断するほかないので，これらの履 (4) 展示項目には，教科書の項目名には無いものもある。

習内容(教科書の項目〉と各館の展示内容がどのように これらについては，その他として一括し，さらに物理系

関連しているかについてまとめて，そこからそれぞれの 化学系，生物系，地学系，人間系，地域系に和分してい

傾向を比較することにした。 る。物理系のみは数が多いので，さらに光関係，熱関係，

このように今回は展示内容に限った調査および分析で 電気関係，音関係，時間関係，測定関係，力関係，運動

あるが，今後さらに館としての展示教育以外の教育普及 関係，機械関係，情報関係と分けている。これらその他

活動にわたっても作業を行って，館全体における活動の に該当する項目は，現時代の特徴を端的に表現するもの

傾向を探りたL 、ものと考えている。

2, 調査の方法

であり，社会教育施設としての各館の展示理念を如実に

反映しているものである。

(5) 調査作業の第一歩は，教科書およびその他に含まれ

(1) 調査のサンフ。ルとしては，できるだけ最近のものを る項目に対して各館の展示項目をあてはめる関連表の作

ねらい，開館して日の浅いもの，現時点で準備を進めて 成から開始される。その表が資料皿である。

いるものを「子ども科学館J r青少年科学館J r一般科 教科書項目のうち高校の部では，資料 H よりもさらに

学館」の 3 種に分け，その各 1 種について 2 館づっ選定 細項目まで示している。

した。サンフ。ル数の少ないのがや L 難点であるが，作業 各館の展示項目では，館の資料そのままでなく若干同

をできるだけ早急に進めることの意義を優先し，ある種 類のものをまとめて一つにしたもの，例えば，結晶構造

の結論を導き出せるのではないかと期待したのである。 という項目をまとめて結品としたり，地鉱の生物という

ところで，現在準備中のものにおいては，基本設計ま 項目をその他のなかの地域系に入れないで，教科目の生

たは実施設計の段階における計画書をデータベースとし 物に入れ換えるなど多少独断的に操作したものもある。

ているが，施工の段階で多少の変更が起り得る可能性も この資料皿の表は，内容が多いので一部の例のみを掲載

あるが，大筋はそのままである筈なので傾向を知るうえ している。

では大きな支障は無いと判断した。 (6) 各館における屋外展示，公園施設としての科学的な

資料 I に調査対象とした各館の内容を記載してある。 遊具，プラネタリウム，天体観測設備のほか，館内展示

これらにおいては、展示関連施設として全部プラネタ 場におけるショー的デモ実験，ビデオライブラリー的補

リウムを設置しであること，一部屋外展示場や各種の遊 助解説，インフォメーショシサービスシステムは除外し

び要素を重視した公園的レジャー施設と共存させて，展 ている。
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3. 調査の結果と分析 1 展示項目当りの占める展示面積は平均約 27 ，8 mlである。

各館種およびそれに該当する各館は資料 I にある通り ( 0 -1 )においては，展示項目全数は 123 で，そのな

で，子ども科学館に類するものは (A) ，そのなかの盛岡 かで約 60 %以上を占めるものがその他で，次いで物理

市子ども科学館は (A-1 )，栃木県子ども総合科学館 の 16 %，化学と地学がそれぞれ同じくらいの割合で，

は( A ー 2 )，青少年科学館に類するものは (B) ，その 生物が圧倒的に少ないが，これに類するものが相当数そ

なかの札幌市青少年科学館は (B-1) ，神戸市立青少 の他に含まれている。他館にくらべて化学が比較的多く

年科学館は( B ー 2 )，一般科学館に類するものは (0) ，なっている。 1 展示項目当りの占ゆる展示面積は平均約

そのなかの新潟県立自然科学館は (0-1) ，浜松科学 52.7 mlで， (A ー 2 )以外の館の 2 倍近くになっている。

館は( 0 ー 2 )，というそれぞれの分類記号によって区別 ( 0 ー 2 )においては，展示項目全数は 105 -C-，そのな

する。調査データをまとめた結果は，資料N-①， N ー かで前者同様その他が約 70 %近くを占めている。次L 、

② N-③に表および円グラフとして示してある。個々 で物理の約 30 %であるが，生物と地学は極端こ少ない。

の結果については，次のように分析される。 化学は 0 項目であるが，これに類するものがその他にわ

(1) 資料N-①，教科書項目との関連について， ずかながら含まれている。この点はや込意外である。

この調査は，さきの 2，調査の方法(5)にある関連表に 1 展示項目当りの占める展示面積は平均約 22.3 mZ 左比

もとつ@き，教科目(物理，化学，生物，地学，その他) 較的小さい。

別に各館の展示項目がどのように配分されているかをま 以上を概観してみると，教科目ではA ， B , 0 とも

とめ，各館ごとおよび各館種ごとの特徴，共通点を明ら に物理が 20 ~ 30 C;らぐらいを占め，次いでA では地学，

かにしようとしたものである。 生物，化学の順で， B t: 0 ではA と異なり地学，化学，

①教科目別に占める割合について 生物の順という結果になっている。これにくらべて A ，

各館ごとに，各教科目聞における配分の割合を求 B , 0 いずれも教科目に無いその他に該当するものがA

めたものである。 では約 40 %強 B では約 50 %弱 oでは約 60 %強と

( A - 1 )においては，展示項目全数は 49 で，そのな 高い割合を占めている。

かで物理とその他では同じくらいの 30%台であるが A ， B , 0 とも物理が多いのは，現象が割合身近かな

合計すると 70 0/0も占めており，化学ではわずか 1 項目 もので目にふれ易い題材が多く，しかも動きを伴ないな

のみである。ここでの展示項目当りの占める展示面 がらダイナミタクに表現することができ，反復作動が容

積は平均約 29.2 mZ となっている 易で，補給資材があまり必要でない等の理由によって製

( A -2 )においては，展示項目全数は 122 勺，そのな 作し易く，しかも管理運営の手間が少ないことに起因し

かで物理と地学ではそれぞれ 20 0/0台であるが，その他が ているものと考えられる。 A ， B においてその他のもの

圧倒的に多くて約半数を占めている。化学ではわずか 1 が多いのは，主たる見学対象である児童，生徒がやはり

項目である。 1 展示項目当たりの占める展示面積は平均 学校以外の社会生活において非常に多くの情報にとりか

41. 2 ml で， 前者にくらべて大きい。但しこれは展示品 こまれていて，それらを知的レベルによる理解は別とし

数や 1 点当りの平均の大きさが不明なので，ゆとりのあ てもいろいろ吸収し，興味と関心を高めている現状に対

る展示構成かどうかは結論できない。 して無視できないこと、そしてそれらの情報に対して少

( B -1 )においては，展示項目全数は 112 で，そのな なくとも間違った認識を持たない ι うに住向ける必要性

かで物理とそのイ也がそれぞれ約 40~50 を占めている。 から積極的にとりあげている結果と考えられる。

また，生物は 0 項目であるが，これは同地区の他館，例 ② 教科目のなかで、，その中項目別に占める割合につい

えば北大農学部附属博物館，円山動物園，開拓記念館等 て

との重複を避けると L、ぅ基本方針によるものと思われる。 げ) 物理の場合

(この点については，同館に確認をとっていない。) 1展 ( A - 1 )では，力と運動に重点をおいており，その関

示項目当りの占める展示面積は平均約 28.1 mlである。 連でのエネルギーと仕事，波とその関連での音や光，

( B -2 )においては，展示項目全数は 63 で， そのな 動電気としての電流と磁界，電磁波，電子を知るための

かで約 50 %を占めるものがその他で，次に物理の約20 放電が同じくらいの割合でわずかながらとりあげている。

%，残りは生物，地学，化学がそれぞれ同じくらいの割 ( A -2 )では，力と運動に重点をおいている点は前者

合となっている。全体的にや斗平均化された感じである。と同じであ
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さらに静電気や原子核エネルギーまでとりあげている特 ( B - 1 )では，全然扱っていない。

徴をもっていあ。静電気，核エネルギーは小学，中学と ( B - 2 )では，細胞，遺伝子，筋肉，骨，神経系，脳

もに扱わない項目であり，注目に値する。 のほか生物界の歴史という特徴のある扱い方をしている。

( B - 1 )て、は，やはり力と運動を優先しているが，他 ( c -1 )では，細胞，遺伝子， D NA，生態系を扱つ

は同じ程度に万遍なくとりあげている。このことは，明 ているが，その他の生態系の中で古代生物や生活への適

らかに中学以上を意図したものと考えられる。 応などに触れている。

(日ー 2 )では，前者とは対照的に 13項目中わずか 6 C U-2 )では，神経系，生態系を扱っているが，その

項目しか扱っていな L 、。これは，この館が人間の機能面 他の生物系のなかで各種の生物や動物の目について触れ

と科学技術との関わりあいという展開方法をとっていて，ている。

その他の物理系における機械関係に焦点をあてている結 以上 A より ß，さらに C と内容が高度化している。

果と考ーえられる。(斗 地学の場合

( c -1 )では，やはり力と運動が主であり， (A-2)CA-1) では，各項目万遍なく均等に扱っている。

と似た傾向を持っている。熱現象，波，静電気，電子に ( A -2 )では，太陽系や地球，月，大気の現象，宇宙

触れていないのは意外である。 の構成，次いで地震，火山に重点をおいている。そして，

( c -2 )では，力と運動が主で、ある点は前者同様であ その他の地学系でも地震体験， IZ，震度シミュレーション

るが，エネルギー，波，原子核には触れていない。しヵ、 などを扱っている。

し，電気関係をまとめると力と運動に匹敵するほどの割 ( 13 -1 )では，地層や地殺， blや宇市の進化以外均等

合で扱っている。 に扱っている。

以上A ， B , C とも力と運動に重点を指向している点 ( B - 2 )では，太陽系や地球以外の宇宙の構成や進化

は同じであるが，熱現象，波，原子構造の扱いが非常に 以外は均等に扱っているほか，その他の地学系で気象観

少なくなっている。 測実験を扱っている。

(ロ) 化学の場合 ( U - 1 )では，大気の現象のみは触れていないが，太

C A - 1 )では，物質の状態変化， C A - 2 )では化石 陽系に重点をおいている。

燃料のみしか左りあげていない。( c -2 )では，地震，岩石，尽左字市の進化以外均等

( B - 1 )では，とりあげている項目が10項目中の半分に扱っている。

を占め，特に化学結合や結品に重点をおき，さびのこと， 以t:， A が他にくらべて扱っている項目が多いが，と

石炭のことも扱っている。 りわけ( A - 2 )は他にくらべて最も重点を指向してい

( ゚  -2 )では，原子構造と同期性，電気分解のみを扱 るようである。

っている。 (2) 資料IV-②，教科書項目には無いもの(その他に該

( C - 1 )では，やはり原子構造と同期性を扱っている 当)との関連について

が，化学結合に重点をおき，土地柄雪の結晶と右油に触 この調査は，教科書項目には無い展示項目を物理系，

れている。 化学系，生物系，地学系，人間系i 地域系に分類したカ

C C ー 2 )では，何故か化学には一切触れていない。但 テゴリーのなかでまとめて，各館，各館種ごと勺特徴，

し，その他の化学系で液品，イオン化傾向をわずかにと 共通点を明らかにしようとしたものである。物理系は，

りあげている。 さらに光，熱，電気(エレクトニクスも含む) ，音，時

以上， A , U": C とも共通に扱っているものは物質の 間，測定，力，運動，機械，情報関係、と細分している。

状態のみで，酵と塩基，物質の性質，高分子については また，最近は人間の機能に関する展示が目立ってきて

いずれも扱っていない。特に C において高分子を扱って いるので，生物系とは切り離して人間系としている。そ

いないことは意外である。 のほか，地域特有の産業，自然，環境などもとりあげら

やす生物の場合 れるケースがあるので，これらを地域系としてまとめて
( A - 1 )では，動物の生活とからだ，植物の生活，微 ある。

生物，生態系のみを扱っていろ。( A - 1 )においては，物理系と人間系，地域系のみで、

( A 一 2 )では心臓，消化と吸収，筋肉，骨のこと，束IJ あるが，物理系が約70%を占めている。物理系では機械

激のうけとり方，生態系を扱っている。 関係が多く，このなかではカム， リンクなど力の伝達に
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関するもの，自動車やロボット，マイコンなどの総合的 テム，建物の構造が特徴となっている。次の情報関係で

な機械や制御手段がとりあげられている。 は， C A ー 2 ) C B ー 2 )と大差が無い。電気関係、では新

光関係では，偏光，光弾性，レーザーである。電気関 発電方式， トランジスタ，光関係ではレーザリアム，熱

係では，太陽電地となっている。また，人間系では錯視 関係ではソーラーシステム，音関係、ではバラボラアンテ

や遊具による創作，地域系では市街地に触れている。 ナ，時間関係、では計器類が扱われている。

(A-2 )においては，物理系が約70%を占め，化学系， 続いて地域系が約20%を占め，各種産業，災害対策，

地学系のほか人間系がや L 多くなっている。物理系のう 県の生いたちをとりあげ，次の生物系では前にも触れた

ち多いものは機械関係、で，そのうちでは前者同様カムや ように古代生物，環境への適応，天然記念生物などであ

りンク，自動車，ロボット，マイコンのほかエシジシ， る。人間系では能力テスト，健康と栄養，化学系では新

新幹線システム， リニアモーターヵー，航空機ぞフライ 奇材料，石油精製ブラシト，合成ポリマー製造工程，洗

トシミュレータ，ロケットなどである。次に多い情報関 浄のメカニズム，地学系ではイン石，化石に触れ，各系

係では，センサー，通信，画像処理システムなどで，特 全部にわたっている。

に新しい通信手段に目を向けている。光関係、では，モア ( 0 -2 )においては，物理系が約70%を占め，このな

レ効果，熱関係ではソーラーシステム，電気関係、では新 かでは機械関係、と光関係が同じ比重である。前者ではジ

発電方式，時間関係、では高速度写真，測定関係ではボー ャイロスコースマニュピレータが特徴的であるほかは C 0 

ルのスピード測定などが目新しいものとしてあげられる。- 1 )に似ている。後者では発光のしくみ，ファイバー

また，次に多い人間関系では脳の働き，残像，体力測定 スコープ，立体写真，各種光学機械のほかは( B -1 ) 

が特徴的である。続いて地学系では前にもふれたように と似ている。次の音関係では残響，音の干渉，各種楽器，

地震体験などにユニークさをもっている。化学系では POM録音，音センサーなどで，情報関係、ではニポーの

不思議な物質類を集めている。 円盤，電波望遠鏡，電気関係、では走査線， L S 1 ，熱関

C B -1 )においては，物理系が最も多くて80%強も占 係ではヒートポシプ，運動関係、では流体運動としてのベ

めている。このなかでは機械関係が多く C A ー 2 )と ルヌイの定理をそれぞれ特徴的に扱っている。続いて人

よく似た項目のほか，造波械，交通管制システムを扱っ 間関係、では，各種感覚器管のしくみ，残像，色メガネの

ている。次の情報関係、では，やはり( A -2 )と同様の 世界，森林浴，遊具，生物系では動物の目，化学系で液

ほか気象衛星からの情報，データ通信が扱われている。 晶，地域系で地質地史がやはり特徴的である。

次いで光関係、では A と同類のほかストロボ効果，色， 以上， A , B ともに生物系は無く，次に化学系が少な

紫外赤外線についてとりあげている。次の運動関係では く Aでは地域系も少ない。いずれにおいても人間系が

流体の運動やブラウン運動，力関係では毛細管現象，表 約20% 近くも占めていることは最近の特色と云える。物

面張力，サイフォン，電気関係では熱電対，音関係、では 理系はA ， B ともにや L 同じで o が若干少ないのは C に

超音波，パラボラアンテナが特徴的である。地域系とし おいては特に見学対象を充分意図して，他系と平均化し

ては，雪と氷対策，地下鉄システム，人間系では錯視， ょうとした結果ではないかと考えられる。

化学系では生活と化学操作というユニークなものをとり (3) 資料IV-③，教科目とその他内の同系のものを累計

あげている。 した場合の関連について

( B-2 )においては，物理系は約60% とや L 少なく， この調査は，いままでの結果を同系統のものどうしで

機械関係、ではトルクコンバータ，知能ロボットが特徴的 まとめ，さらに教科目に無い人間系，地域系も含めて総

であるほかは (A-2) や C B-1 )とよく似ている。次 括的に展示項目の配分傾向を明らかにして各館，各館種

に情報関係、では光通信，テレビ，光関係で色，電気関係 ごとの特徴や共通点を探ってみようとするものである。

で送配電γステム，測定関係、で宇宙線測定がある。次の ( A ー 1 )では，物理・物理系が60%を占め，化学・化

人間系では，サーモグラフィ，能力テスト，歩行の分解 学系と人間系，地域系は極端に少ない。

のほか人体構成物質という珍らしいものもある。続いて (A-2) では，やはり物理，・物理系が前者と同率で，

地学系では気象観測がある。 地域系は 0 ，化学・化学系，生物・生物系も少ない。

( 0 -1 )においては，物理系の占める割合が他館にく ( B -1 )では，物理・物理系が80% と高率で，生物・

らべて極端に小さく約40%である。このなか
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(B-2)では，物理・物理系が約50%，地域系は極端に 付運動量， (.斗力学エネルギーの保存， ç村アルキメデス原理

少ないが，地学・地学系が約20'10であり，そのほかは大付分子の熱運動， (け断熱変化，約熱現象， (リ)波の屈折

体同率となっている。 折， (吟クーロン法則，糾ジュール熱，伺抵抗の接続， (吟

( c -1 )では，物理・物理系が他館とちがって高率に 直流交流のちがい， (対ローレンツカ， (ヨ)線スベクトル，

はなっておらず，他教科目もや L 均等に平均化されてい(タ)原子軌道， (吋原子構造， (リ)原子核と粒子の衝突， (吟原

る。 子核崩壊となっており，中学校用教科書に該当するもの

( C-2 )では，物理・物理系が70% と高く，化学・化 は制， ω，伺， (坊で，他は高校用のものである。

学系と地球系とが極端に少ない。他は平均化されている。 C では， (1)放物運動， (吋ケプラ一法則，やすてんびん

以上 Aでは化学・化学系と地域系とが極端に少なく，のつりあし、，0 (斗音の定常波，約ド y プラー効果，付光の

B では地域系，人間系，生物・生物系が少なく c では 反射屈折， (時静電誘導，約半尋体， (リ)相互誘導，自己誘

化学・化学系と地域系とがや斗低率となっている。 導， (吟電磁波の種類と利用，糾光電効果，伺核分裂によ

A , B ともに物理・物理系が突出しており c は比較 る発電， (吋核融合反応となっており，小学校用教科書で

的各教科目聞にバラシスがとれている。これらの事情に やす，他はすべて高校用のものである。このように各館種

ついては，各館ごとにいろいろ理由があると思われるが，において単独にあるものをみると， Aでは小・中学校，

やはり時代の動きも充分把握して，見学対象に対して現在 B では中・高校 cでは高校用教科書に該当しているも

何を与えたらよいか，将来の動向をふまえて何を今から が多いという特徴がうかがわれる。

目を聞かせておくべきかを見定め，各対象の知的レベル いっぽう， A , B , C の各館種ともに共通にあるもの

に合わせたそれなりの展示方法や解説方法を研究して， をみてみると，小学校教科書だけでは，仔)歯車， (吋音の

実現化に努力を傾倒すべきであろう。 出方，やす音の高さ， (.斗鏡であり，中学校教科書だけでは

最後に，各館種で教科目ごとに比較的多くとりあげら れ)エネルギーと仕事であり，高校教科書だけではげ)気体

れている展示項目を羅列してみよう。物理・物理系にお の圧力と温度との関係のみである。

いては，力と運動，機械関係，情報関係が共通して圧倒 中学・高校教科書の両方ともに関係しているものでは，

的に多く，光，音，電流と磁界，交流と電磁波，エネル が)等速運動， (ロ)作用・反作用，付加速度運動， (.斗電流の

ギーと仕事がこれに次いでいる。 磁界，料電磁誘導，付仕事と電流， (ゆ真空放電であり，

化学・化学系では，物質の状態が共通し，結合と性質，小・中・高いずれにも関係しているものでは府)電流と磁

酸化還元，新奇物質がこれに次ぐ。生物・生物系では， 界である。

刺激に対する反応が共通し，生物の集団，細胞がこれに このように，物理的事項として必要な項目は，原子構

次ぐ。 造や原子核を除いて各館種とも一通りとりあげている。

地学・地学系では，惑星としての地球が共通していて， なお，教科書とは別の物理系では，光関係として仔)偏

宇宙の構成，大気ど海洋，地球内部エネルギーがこれに 光， (吋レーザー，電気関係、咲イ)太陽電地，機械関係でが)

次ぐ。 カムとリシク， (司自動車，やすコンビュータ， (.斗エンジン

人間系では，感覚に関するもの，錯覚や錯視に関する がすリニアモータカー，情報関係、で{イ)音や画像の処理， (ロ)

ものが共通し，能力テストや健康と栄養がこれに次ぐ。 多重通信，り電話交換と通信網， (.斗光通信となっていて、

地域系では，自然，災害，交通がや L 共通している程 時代色が鮮明に反映している。

度である。

また，各館種においてそれぞれ単独にしか無いものの 4. 全般の芳察

うち圧倒的に項目数の多い物理だけについてみてみよう。 子ども科学館としてのAにおいては，各館の資料によ

Aでは，併)ものの重心， (ロ)比重，り力と仕事， (.斗光の ると幼児から中学生までを主たる対象としているようで

進み方，例プリズム，付色， (け電流の強さ，例電磁石の あるが，やはり利用度の最も大きいと想定される小学生，

強さと極， (リ)電波の性質， (ヌ)電流の仕事， ω核エネルギ しかも高学年生に焦点を指向しているように見受けられ

ーとなっており，小学校用教科書に該当するもの tま(ロ)， る。従って，やはり教科目を・重視し，その他に該当する

(斗，制，付， (時，例，で， ωは高校，他は中学校用のも ものは約半分以下の割合にしている。しかしながら，総

のである。 合と称する (A- 2 )では物理，地学において B ， C を

B においては， (1) リサージュ図形， (吋人工衛星の軌道， しのぐ内容をもっていることは館のあり方としていろい
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ろ議論の生ずるところであろう。 ある過程において，いずれは特徴的傾向をつかんで現状

そして，これらの豊富な項目を，対象とする知的レベ を再認識し，さらに将来に備える必要性は少なくないと

ルの見学者に対してどのように展開して示すか，その方 信ずる次第である。

法においていろいろ興味深い問題が内在するのである。 サンプJレ数も少なく，結論を出す危険性は充分承知し

これらの課題を関係者がどのように解決していくか，そているが，それでも何らかの線は浮かび出たように思う。

の苦心と成果に充分注目していきたいと思う。 A におい 今回は，館内の常設展示のみとりあげたが，勿論これ

では，さらに地域系を多くして地方色を高めることも意 のみで能事足れりということはなく，特別企画展示，付

義があるのではなかろうか。その点，青少年科学館とし 帯的屋外展示や展示以外の教育普及活動なども併せて調

ての B においては，見学対象を小学生高学年から中学生，査することがもっと実体を鮮明にするであろう。

さらに高校生に焦点をしぼっているようである。そして， ところで， r子ども科学館」はさきにも記したように

教科目とその他とでは約半分づっの割合で配分している 概ね児童館という厚生施設と何らかの関連をもつもので

ことは，やはり社会教育という面を重視して，や L 比重 ある。この児童館は，児童福祉法に基づくものであって

の大きくなりつ L ある日常生活の社会性を意図している 教育という枠は特別設けていないようである。

結果と思われる。教科目においては，物理以外の科目に ところが「科学館J となると，他の科学館同様に博物

もっと比重を高めてもよいのではないかと考えられる。 館活動としての教育がメーシとなる筈である。この点に

その他においては，人間系への配当が少し不足であって，おいて，設置者はどのように解決しようとしているのか

今後の更新改装の機会には一層の配慮が欲しいものと思 が案じられる。筆者は，さきにこれらのあいまいさから

われる。 生ずるいろいろなトラブルを懸念して厚生省児童家庭局

一般科学館としての C においては，大体中学生以上成 に聞いあわせた際，来年国立総合児童セシターが完成し

人までを主な対象としている結果，教科目よりも圧倒的 た場合に同所において児童館，子ども科学館を一体にし

にその他に該当するものの多いことは，やはり対象への た連絡協議会を結成するとのことで，あくまでもやはり

ねらいが明確に出ているものと考えられる。教科目のな 厚生行政の一環であるとの認識をうけたのである。しか

かでは，必ずしも物理のみに偏よることのないような配 し，子ども科学館のなかには設置後に福祉部門から教育

慮がなされていると見うけられるが，特に( C -2 )に 委員会に所管を移されたものもあり，これらは当然博物

おいて化学に該当するものが無いのはどんな理由からで 館としての立場で運営されるわけである。

あろうか。何か意図するものがあるからにちがL 、ないと 某子ども科学館では，英文の館名をサイエンスセンタ

思われるが，議論の余地はあるであろう。人間系に対す ーと表現していて，子どもの名称は使われていない。こ

る配当を格別意図しているようであるのは，やはり対象 うなると，いよいよ何か御都合主義のカゲがちらつかぎ

を充分意識し，時代への見きわめをふまえた意欲のあら るを得なぃ。このような不明確な立場で館が運営されて

われと考えられる。 は，担当者は戸迷う一方であろうし，見学者も内容的に

以上， A, B, C 各館種とも展示に対するある種の傾 魅力を感じなくなるのではなかろうか。一日も早い解決

向をうかがえたわけであるが，今後各館ともそれぞれの のうえで，既設館においても軌道修正をし，新設館では

基本理念をふりかえり，各館ご左の事情に応じた処置や 基本理念によって正しくブラシニシグをして設置され，

対策をはかつて前進することを願ってやまない。 運営されなくてはならない。

なお，本作業にあたり，サンプルとしてとりあげた各 ところで，今回の調査にあたっては学校教育用教科書

館とは直接意見の交換はしていない。各館の入手できた の項目との関連を行なったのであるが，科学館の展示を

資料を，全く筆者個人のみの見解で処理したことの無礼 学校教育の履習内容に即すべきであるという意見から出

をおわび申しあげるとともに，今後以上の内容に関する 発したものでないことをくり返し強調したい。

各館からの御意見，御指示等をよせていただくことを期 学校教材と同じことを展示というメティアに置きかえ

待したい。 る必要は毛頭無いのである。あくまでも社会教育という

立場で展示計画を立案すべきであることは論をまたない。

5. むすび 只，今回の調査で各館種が主たる見学対象として設定し

今回のや L 独断的な作業には多少の無理のあったこと ている層を知る手がかりとして，その層の知的レベノじを

は否定できないが，現在「子ども科学館J が漸増しつつ 判定するためには現在履習している学校教育でのレベル
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を基準にせざるを得ないのである。そして，その履習内象のために別個に展開した展示品さえ必要である。それ

容と展示項目とのあてはまりかたで，展示内容の適，不 でなければ，知的レベノレが格段にちがう幼児のみを対象

適をも考えてみたいとしたのである。勿論，高度な項目 にした内容のプランを別途準備し，この特別室には指導

でも展開の仕方を工夫して，それぞれのレベルに合わせ 管理者を必ず配置して運営すべきであろう。

ることも可能であることは当然であるが，今回の調査で また，最近の展示の特徴として遊びの要素をもったも

はそこまで立ち入っていなL 、。 のが必ずといってよいほど要求される。筆者はかつて，特

また，館によっては見学者誘致，特に学校団体誘致の に子どもの遊びの要素として次のことをあげ，これらの

ために展示品と教科目内容との関連表を作成して，指導 要素をいろいろな展示形式でどのように表現できるかを

のガイドブァクとしているところもある。博物館を学校 考察したことがある。この要素とは，年令を超えた体験

が利用する場合は，指導教員の積極的な意欲が成果のカ の追加，五感の動員，意外性や珍奇性を感ずる，能力への

ギを握っている。その為に，博物館側においても能動的 挑戦，優越感の満足，情緒のくすぐり，予想の適否，自

に学校に働きかけることは必要であり，その際学校側と 由な発想、を生かすの 8 要素である。このうち，最後にあ

の事前協議は充分なされなければならないし，事後にお る自由な発想については，形が既にデザインされた展示

ける学校側からのフィードバックも心がけることが大切 という手段では実現がむづかしく，やはり別個の学習活

であろう。 動のなかで行なわれるのが順当であろう。他の要素は，

さて，最近の科学館では資料 I にもあるようにプラネ 展示手段のなかで充分実現可能である。

タリウムが必ずといってよい程設置される。これは，一 ついでに，展示における展開のしかたについて少し触

応展示内容とは別個に取り扱われ，設置の為の予算枠も れたい。

別であって，設計仕様が明確にな勺ているため建築同様 科学館においては，時代の動きにあわせた先端的な成

に予算化もすんなり決定してしまうようである。その点，果もとりあげねばならない。この際，従来からとかくそ

展示予算は基本設計，実施設計，施工の段階でつねに流 の成果のみを表わすような展示のやり方で表現してきた。

動的であり，いろいろなしわょせがおしょせるつらさを しかし，その内容を理解させたり，興味や関心を高めた

もっている。ところが，このプラネタリウムは映像展示 りするためには，そのものの示す現象のプロセスだけで

とも見なされるもので，展示項目に宇宙がある場合には はなく 時間的なプロセス，つまり歴史的な試作や改良

内容が重複することも起り得る。これは，プラネタリウ のプロセスも非常に大切であり，親近感をもって接する

ムプランナーおよび施工者と展示のそれらとの間に一切 ことができる手法である。このような展開方法は，物の

の打ち合わせも共同プランニングの作業もなされないから 収集，または復元等苦労の多いことであるがそれだけの

である。 価値は生ずるのである。

最近はまた，プラネタリウムスクリーンへのワイドな このほか，とかく各項目を何らの横のつながりもなく

映像の投映，例えばオムニマックスなどの高級プロジェ 併置するだけの場合も少なくない。これは，ある程度の

クターによるダイナミックな映写が行なわれるように 基礎知識の素養をもった見学者には問題がないが，知的

なってきている。このほか，同室を小ホールとして多目 レベルの低\"，年令の若い者には連続的に思考を拡げ，

的に使うことも流行している。このようなプラネタリウ 関連づけて考えることを不可能にする。このことは，学

ムは，今後もっともっと展示と一体化して，お互いに補 校教育においても各教科目どうしがそれぞれ断絶してい

完しあうように努力すべきではなかろうかと思われてな るのと似ている。ところが，各教科目の垣根をとりはら

らない。 って，ある一つのものや現象をテーマにして，これと関

従来も，プラネタリウム前室と展示室との通路を利用 連した事柄を多角的にストーリーをもって展開していく

して写真バネルなどを置く例はあるが，ホールを含めて 方法がある。これを総合教育法といい，意欲的な学校に

もっと積極的な活用法を研究すべき事態にきていると思 おいて実験的に試行されている例もある。このような手

われる。 法は，特に低レベル者にとってはたいへん効果的な方法

次に，特に「子ども科学館」においては幼稚園児など である。人文系展示には，この方法をとり入れたものも

の幼児が訪れる頻度は小さくない。これらの幼児は，常 あるようであるが，自然科学系展示にも今後大いに考慮

設展示を見学する場合に内容的にも管理的にも学令児に に値する手法であることに間違いないのである。この時

も増す困難が伴なう。同一内容のものでも，これらの対 は，ストーリーをもってリニア式に構
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制動線をとる必要もあろうと思われる。

実験を主とする展示品のデザインについては各館とも

製作者ともども独自の創意工夫に苦労するところである

が，アメリカ，サシフランシスコのェクスプロラトリウ

ムで公開しているクックブックはたいへん貴重な資料で

ある。園内には，このようなまとまった刊行物は皆無で

あるが，このようなアイデアを臆面もなく公開して他を

触発することのできる土壊には敬服するばかりである。

各館においては，既にこの資料にもとづいた研究をはじ

めているところもあろうと思われるが，内容の実現にあ

たっては館の自主性も大いに発揮したユニークなもので

ありたし、と願う次第である。

最後に，展示品の管理について筆者の考えの一端を述

べ，各館の運営上の参考に資したい。科学館においては，

故障修理，改良，更新などで展示品の移動が少なくない。

これらの管理状況を常に充分把握しておくことは，展示

をよりよく生かして見学者にサービスする前提となる。

そのため，組織上展示管理セクジョンを明確にし，展示

品の日々の移動は必ずそのセクショシを通じて行なわれ

るとともに，そのセクショシと展示にたずさわる者全員

との間に情報がスムーズに交流できるようなシステムを

構成することが絶対必要である。また，生物や地学上の

標本など収集保管資料が増加してくるものに対しては，

機械による情報検索システムを設立当初から導入して，

専門家などの特殊な要求に対する特別公開，寄贈を受け

たり，貸出や廃棄，購入などの際に便利性を発揮できる

ように処置すべきである。

以上，展示の傾向から発展して，今後の科学館のあり

方に対する日頃の所感を提言として付言した次第である。
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最近の科学館における歴史傾向に関する調査と分析(皆JII ) 

資料 I

館種の内容

A-こども科学館に類するもの

A-1 盛岡市子ども科学館

開 館:昭和 58 年 5 月 5 日

展示面積 1 ， 429.75 m" 

関連施設:プラネタリウム(ドーム 18 m) 

展示大・中項目:

(1)ェシトラシス

(2) 出発の空間

(3)発見の空間

(4) 観察の空間

A-2 栃木県子ども総合科学館(仮称)
開 館:昭和 61 年度内の目標

展示面積 5.020 m" 

関連施設:プラネタリウム(ドーム 20 1I1 ) 

天文台 (ドーム 6 m ) 

屋外展示場

催し広場

乗り物広場

水の広場

官険広場

展示大・中項目:

(1)宇宙を調べる

(宇宙の科学)

(2) 地球を探る

(地球の科学)

(3) アリスの国の冒険

(身近な科学)

nu 

唱
i

①フーコーの振り子

①遊びと工夫の広場

@夢と不思議の広場

①原理をひもとく

②人間の生活と科学技術

①盛岡の大地と生命

②盛岡の岩石と生物

③自然のしくみ

④恵みの母太陽

①太陽系

②星の世界

③大宇宙の構造と歴史

①生きている地球

②自然現象と科学

①ものさしの国

②光の国

③力と運動の国

④音の国
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(4) エネルギーと人間

(エネルギーの科学)

(5) 情報と 21世紀のくらし

(情報の科学)

(6) 人間の手と足と翼

(乗り物とロポ y ト
の科学)

(7)人聞を知る

(生命の科学)

演 示:サシエンスショー

ニューメディア劇場

B-青少年科学館に類するもの

B-1 札幌市青少年科学館

開 館:昭和 56 年 10 月 4 日

展示面積 3， 150 m" 

関連施設:プラネタリウム(ドーム 18 m ) 

天文台

展示大・中項目:

(但し，中項目のみ) (1) ェントランス

(2) 天女

(3) 気象

(4) 雪

(5) 氷

(6) 北国

(7)波，音，光

(8) コンビュータ，電波

(9) 電気

日目力と運動

唱
i

曹
i

⑤熱の国

⑥電気と磁気の国

⑦不思議な物質の国

①いろいろなエネルギー

②太陽エネルギー

③電気と生活

①情報を捕えるもの，示すもの

②情報の伝達

③情報の処理

④情報の活用と未来の姿

①ロポットとその未来

②自動車とその未来

③いろいろな乗り物とその未来

④航空機とその未来

⑤宇宙へ

①感覚の不思議

②人間の認知と思考

③人間の機能と働き

④遊びの世界

①フーコーの振子



最近の科学館における歴史傾向に関する調査と分析(皆JII ) 

。。交通

(1~ エネルギー

(13)原子

(14)熱

側通信

演 示:デモ実験コーナー

ビデオトーク

8-2 神戸市立青少年科学館

開 館:昭和 59 年 5 月 5 日

展示面積 1 ， 750 mZ 

関連施設:プラネタリウム(ドーム 20 m ) 

天文台

展示大・中項目:

(但し，中項目 (1)生命一科学の小宇宙
のみ)

(2) 力としくみの科学

(3) 物質とエネノレギーの科学

(4) 情報の科学

(5) 環境の科学

(6) 神戸の自然と環境

演 示:ビデオディスクライブラリー

C 一一般科学館に類するもの

C-1 新潟県立自然科学館
開 館:昭和 56 年 11 月 1 日

展示面積 6， 487 mZ 

関連施設:プラネタリウム(ドーム 18 m" ) 

天文台

屋外展示場

展示大・中項目:

(1)自然の科学

(2) 生活の科学

つ
臼

'
i
 

①天文宇宙

②地球

③地球の変せん・生物の進化

④県の動植物

⑤多様な生物

⑥ミクロの世界

⑦楽しい実験室

①機械の科学

②乗り物の科学

③通信とエレクトロニクス

④くらしの科学
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演

(3) 不思議な広場

(4) 県の移り変わり

示:サイエンスプラザ(実験シアター)

ビデオライブラリー

浜松科学館(仮称)

開 館:昭和 61 年 4 月(予定)

展示面積: 2,342 m% 

関連施設:プラネタリウム(ドーム 20 m ) 

オムニマックス半球映像併用

⑤化学と工業

⑥エネルギー

①感覚と反応

①雪に埋れて

②産業と資源

③災害との戦い

④交通

⑤明日の新潟県(日本海時代)

サイエンスバーク(自然観察園を含む)

展示大・中項目:

(但し，中項目 (1)音

演

のみ)
(2) 光

(3) 力

(4) エレクトロニクス

(5) 自然

(6)宇宙

示:ビデオトーク

レファレシスコーナー
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最近の科学館における歴史傾向に関する調査と分析(皆JII ) 

資

科

料

目内

E 

教 項 目

高 校 中 A寸時ー 校 小学校高学年

C 物理〕

力と運動 (1)力と運動 ①運動の法則 ①力が働かない運動 ①水圧機

②各種の運動 ②力のつりあい ②液体に浮くもの

③惑星の運動 ③落下運動 ③比重

④運動量と力 ④力とは何か ④歯車とベルト

学的ェネル ⑤力はどのように表わされるか ⑤まさっと物のすわり

ギー ⑥圧力とは何か ⑥てんびんのつりあい

(2) 分子の運動 ①気体性質 ⑦液体の中の圧力の伝わり方 ⑦てこの働き

②気体分子の ⑧水の圧力と深さ ⑧ばねののびちぢみ

運動 ⑨浮力の働き ⑨定滑車と動滑車

③熱と仕事 ⑩エネノレギーとは何か ⑩輪軸，斜面，ねじ

⑪位置エネルギー

⑫運動エネルギー

⑬エネルギーの移り変わり

⑭熱エネノレギー

⑮光エネルギー

⑮エネノレギーの利用

⑫仕事と住事量

⑬まさつ力と仕事

⑩仕事の原理

波動 (1) 波の性質 ①波の儲つり方 ①音の伝わり方

②闘す屈折田折 ②音の出方と強さ

③干渉 ③音の高さと振動

(2) 音波 ①音波の伝わり方 ④光の進み方

②固有振動 ⑤光の性質

③うなり ⑥光の反射屈折

④ドップラー効果 ⑦プリズム， レンズ，鏡

(3)光波 ①光の速さ

②反射屈折田折

③干渉

電磁気 (1) 静電気 ①静電気力 ①電圧と電流の関係、 ①電流の強さ

②電界と電位 ②金属の抵抗 ②電流による発熱

③電気容量 ③電流による発熱量 ③乾電地と豆電球

(2) 電流と抵抗 ①導体と電流 ④回路の電流や電圧 ④電流の通る導線の働き

②電気抵抗 ⑤電流によってできる磁界 ⑤電磁石の極と強さ
③ジュール熱 ⑥電流が磁界によってうける力 ⑥磁石の性質

④直流回路 ⑦コイルによる磁界

(3) 電流と磁界 ①磁界 ③電磁誘導

②電流が磁界 @直流と交流のちがい

からうける力 ⑩仕事と発電

a
品Z

噌
i
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③磁性体 ⑪電流による仕事

④電磁誘導

(4) 交流と電磁波①交流

②交流回路

③電磁波

原子 (1) 電子 ①電子の比電 ①真空放電

荷 ②陰極線

②電気素量 ③電子と電流

(2) 原子構造 ①光の粒子性
②エネルギー準位

③電子の波動性
(3) 原子核 ①原子核の構造

②放射性原子

③核エネルギー

〔化学〕

燃焼と基礎 (1)燃えるとは ①燃えると何ができるか ①炎を出して燃えるもの

(2) ナトリウムとカリウム ②燃えるとはどんなことか ②酸素と二酸化炭素

(3) 臭素とヨウ素

(4) 鉄と銅

(5) 金属の利用

原子とイオン (1) 原子の構造 ①水溶液には電流が流れるか ①水溶液で電気を通すもの

(2) 電子殻の構造と周期性 ②電流が流れるときの変化

(3) イオシ

化学結合と物質の性質

(1)イオシ結合とイオン結晶 ①物質は何からできているか ①金属の性質

(2) 共有結合と分子 ②原子や分子で化学変化を説 ②むし焼き

(3) 金属結合と金属の性質 明できるか ③空気の圧力と体積の関係

③物質や化浮変化を記号て表す ④溶解のしかた

④化学変化で物質の質量は変 ⑤金属のさびと性質

わるか ⑥水溶液と金属の溶けかえ

⑤変化に関係する物質の質量

の割合

物質の状態 (1)物質の三態と原子分子 ①物質の見分けかた

(2) 状態変化とモデル ②物質の三つの様子

(3)気体 ③物質の沸点

(4) 溶液 ④物質の融点

(5) コロイド ⑤空気なしで熱する

⑥二つの物質を混ぜて熱する

⑦気体の重さ

⑧気体の比重

⑨混合物から純すいな物質を

とり出すには

⑩溶解とはどんなことか

⑪水溶液の反応、でできる物質量
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最近の科学館における歴史傾向に関する調査と分析(皆)1\ ) 

化学反応と化学平衡

(1) 反応と結合エネルギー ①化学反応と熱

(2) 反応の速さと分子の衝突

(3)化学平衡

酷と塩基 (1)酸と塩基 ①酸性，アルカリ性とは ①酸とアルカリの性質

(2) それぞれの強弱 ②酸とアルカリを反応させる ②酸性液とアルカリ性液をまぜる

(3) 水素イオン濃度と pH ③中和でできるもの

(4) 塩とその加水分解

(5) 中和

酸化還元 (1)酸化還元とは

(2) 酸化剤と還元剤

(3) 金属のイオシ化傾向

(4) 電池

(5) 電気分解

同期表と物質の性質

(1) 単体の性質

(2) 化合物の性質

(3) イオン反庶止確認、

炭素化合物 (1)その特徴

(2) 炭化水素

(3) 有機化合物の種類

(4) アルコールとエーテル

(5) アノレデヒドとケトン

(6) カノレボン酸とエステル

(7)芳香族化合物

高分子物質 (1)高分子とは

(2) 合成高分子

(3) 生体内化合物と重合体

(4) 天然ゴムと合成ゴム

(5) イオン交換樹脂

〔生物〕

細胞 (1)生きている細胞 ①細胞とは ①肺の働き

(2) 細胞をつくる物質 ②細胞も生きているか ②草花の成長と日光

(3) 細胞膜の働き

(4) 刺激に対する反応

(5) 遺伝子とその働き

物質交代とエネルギー交代 ①呼吸には栄養分が必要か ①魚の育ち方

(1)酵素 ②呼吸のしくみ ②実のでき方

(2) 呼吸 ③光合成の働き

(3) 光合成 ④光合成でつくられた栄養分の

(4) 物質交代とエネルギー交代 ゆくえ

細胞から個体へ ①細胞はどの部分も同じか ①心臓の働き

(1) 細胞の集り ②成物の成長と細胞の役割 ②消化と吸収

(2) 動物の発生 ③動物の生活とからだのしくみ ③植物に入った水の行方

(3) 植物の生殖と分化 ④植物の育ち方

t
u
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⑤タネの発芽

⑥花のっくり

個体の維持 (1) 個体の内部環境 ①なぜ血液が必要か ①筋肉と骨の働き

(2) 内分泌系と自律神経系 ②血液循環のしくみ

(3) 植物体の調節と植物ホル ③食物の消化

モシ ④不用物の排出

⑤植物の生活を支えるしくみ

刺激に対する生物の反応 ①微生物(土中) ①森林の植物

(1)刺激の受け入れ ②生物と土

(2) 動物の作働体 @動物仲間のふえ方

(3) 神経系 ④ソウ類

(4) 動物の行動 ⑤日かげの湿勺たところの植

植物

⑥種子植物の特徴

⑦菌類，細菌類

⑧食物連鎖

⑨物質とエネルギーの流れ

⑩生物の世界のつりあい

生物の集団 (1)集団と環境 ①生物界の発展と人類の誕生

(2) 個体群と群集

(3) 植物群落と生物の分布

(4) 生きている生態系

生物学の歴史

〔地 学〕

惑星としての地球 (1)太陽系 ①地球の仲間の天体 ①太陽の働きと季節

(2) その特徴 ②月の形と動き

(3) 惑星 ③地球とその動き

(4) 地球の重力

(5) 磁石としての地球

大気と海洋 (1) 大気の流れ ①気圧とは ①風のふき方

(2) 大気中の水 ②風はどうしてふくか ②空気のしめり気

(3)天気予報と季節 ③空気中の水蒸気 ③気温の変化

(4) 海水の動き ④雲や雨のでき方

⑤天気はどのように変わるか

地球内部のエネルギー

(1)地震 ①地震による大地のゆれ ①火成岩

(2) 地球内部からの熱 ②地震変動と震源分布

(3) 火山とマクeマ ③山のでき方

(4) 造山作用 ④月はどのような天体か

(5) 広域変成作用

(6) 岩石をつくる単位

地球の歴史 (1) 地層 ①地球はどのような天体か ①地層

(2) 地殻 ②地形に見られる大地の変動 ②流水による地形

(3) 地球の進化 ③たい積岩

-17ー



最近の科学館における歴史傾向に関する調査と分析(皆111 ) 

宇宙の構成 (1)太陽の姿 ①太陽はどのような天体か ①星の明るさや色

(2) 太陽の放射と活動 ②星座をつくる星 ②四季の星座

(3) 恒星の距離と明るさ ③星や太陽は 1 日にどう動く ③星の動き

(4) 星はどんな天体か か

(5) H' R図 ④星座の季節ごとの変化

(6)星の直径と質量 ⑤宇宙はどうなっているか

(7)銀河系

(8)銀河

(9) 膨張する宇宙

星と宇宙の進化 (1)星のエネルギー

(2) 星の進化

(3) 宇宙の進化

(注) 1. 準拠した教科書は次の通り

(1) 高校の部

物理，化学，生物一東京書籍発行の 58年度版

地学 一大日本図書発行の 58 年度版

(2) 中学校の部

第 1 分野，第 2 分野 (1"'3 年生用)ー東京書籍発行の 58年度版

但し，文研出版発行「理科重点整理J 参考書目次も参照した。

(3) 小学校高学年( 4"'6年生〉の部

各学年上・下一信濃教育会発行の 58 年度版

但し，騒々堂発行「学習理科実験観察事典，高学年用」参考書目次も参照した。

なお，小学校学習指導要領によると三学年以上では次の三項目に大別して内容を展開している。

① 生物とその環境 ② 物質とエネルギー ③ 地球と宇宙

2. 中学校学習指導要領の内容について

(1) 第 1 分野

1 年生用;①物冒と反応、 ②力

2 年生用:①物質と原子

3 年生用:①物質とイオシ

(2) 第 2 分野

1 年生用:①生物の種類と生活

2年生用:①生物の体のしくみ

3 年生用:①生物どうしのつながり

③人間と自然

②電流

②運動とエネノレギー

②地球と宇宙

②天気の変化

②地かくとその変動

只
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資 料 m (抜粋)

その他
A グノレープ B グループ C グループ

区 分 と 項 目
0-1 A-1 A-2 B - 1 B-2 0-2 

〔物理系〕

(光) 偏光 。 。 。

光弾性 。 。 。

レーザーホログラフィ 。 。 。

モアレ効果 。 。

紫外線と赤外線 。 。

レーザリアム 。 。 。

ストロポ効果 。

色立体 。 。

色の混合 。 。 。

発光のしくみ 。

ファイバースコープ 。

ピンホーノレカメラ 。

立体写真 。

スリットカメラ 。

暗視鏡 。

潜望鏡 。

光学顕微鏡 。

(熱) 熱と温度 。

冷たい球と熱い球 。

集熱装置 。

ソーラーシステム 。 。 。

熱の伝達(伝導・対流・放射) 。

ヒートポンプ 。

(電気) 太陽電池 。 。 。 。

宇宙発電 。

送配電(電気の旅) 。 。 。

新しい発電技術 。 。 。

熱電対 。

真空管とトラシジスタ 。

走査線 。

コロナ放電光 。

L S 1 。

Q
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最近の科学館における歴史傾向に関する調査と分析(皆)11 ) 

資料 lV-① 

C 1 J 教科書項目との関連

(1)教科目別に占める割合

詰ト寸T A B C 

A-1 A-2 小計 B-1 B-2 小計 0-1 0-2 小計

物 理
19 27 43 14 20 27 

(39%) (22%) (38%) (22%) (16%) (26%) 

イヒ A寸~ 1 1 8 5 10 。

( 2%) ( 19ら〉 ( 7%) ( 89も〉 ( 8%) 

生 物 5 6 。 7 4 3 
00%) ( 59ら) 01%) ( 39ら) ( 2%) 

地 A寸主4ー与 9 23 5 8 11 7 
(1 89ら〉 ( 19%) ( 5%) (13%) ( 9%) ( 7%) 

そ の 他 15 65 56 29 78 68 
(教科目に無いもの〉 (31 %) ( 53%) (50%) (46%) ( 64%) (65%) 

展示項目全数 49 122 112 63 123 1"105 

〔注 1 J 
各欄項目数

各欄の%一 X 100 
一展示項目全数

但し，%数値は概様を示すもので充分であるため，小数点以下を四捨五入している。

[A] (8) [cJ 

-20-
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(2) 教科目内の中項目別に占める割合

①物理

国「\ーと A B C 

A-1 A-2 B-1 B-2 。 1 C 2 

6 7 12 7 9 9 
力 と 運 動 (31 %) C 25 %) C 28 '10) C 51 %) C 45 %) C 33 %) 

。 1 4 。 。 1 分子、の運動(気体・熱)
C 4 %) C 9 %) C 4 %) I 

1 6 3 2 2 。

エネルギーと仕事 ( 5 %) (22 %) ( 7 <}'o) ( 14 %) (10 %) 

2 。 4 。 。 。

波 の 性 質 (11 %) ( 9 %) 

2 3 3 2 1 5 コ乞

(11 %) (11 %) ( 7 %) (14 %) C 5 %) ( 18 %) 日

3 3 1 。 1 1 光
( 16 %) (11 %) ( 2 %) ( 5 %) ( 4 <}'o) 

。 1 2 。 。 1 静 電 気 C 4 %) ( 5 '10) ( 4 '10) 

。 1 2 1 。 2 
電 流 と 抵 抗 ( 49ら) ( 5 %) ( 7 %) ( 79ら)

3 1 3 。 3 4 
電 流 と 磁 界 (16 %) ( 4 %) ( 7 <}'o) ( 15 %) ( 15 %) 

1 3 2 1 2 1 ヲ入~ 流 と 電 磁 波 ( 5 %) C 11 %) ( 5 %) ( 7 %) ( 10 %) ( 4 <Jら)

1 。 1 1 。 1 
電 子 (放電も)

( 59ら〉 ( 2 %) C 7 %) ( 4 %) 

。 。 3 。 。 2 
原 子 の 構 造

( 79ら) ( 7 %) 
。 1 3 。 2 。

原子核 (核エネルギーも)
( 4 %) ( 7 %) (10 %) 

L....--ーーー

|展示項目数 19

[A] 

27 43 14 20 27 

(8) lC) 

交流と電磁波

子電

'
i
 

つ
剖

波磁電ム
」

流交



最近の科学館における歴史傾向に関する調査と分析(皆Jl I ) 

②化学

よ言γ一一一ゴT
A B C 

A-l A-2 B-l B-2 0-1 0-1 

化(燃学焼・変金属化との非金基属礎) 
。 。 。 1 1 。

( 20 '70) (10'70) 

原期子とイオン 。 。 1 2 2 。

(同 表の一部を含む) (13'70) ( 40 '70) ( 20 '70) 

化学結合と物質の性質
。 。 3 。 5 。

(37'70) ( 50 ro) 

物 状態
1 。 2 。 1 。

質 の (100'70) (24'70) (10'70) 

化学反応と化学平衡
。 1 。 。 。 。

(' 100'70) 

酸 と 塩 基 。 。 。 。 。 。

酸(電池化・電還気分克解を反含む応) 
。 。 1 2 。 。

( 13 '70) (40'70) 

周期表と物質の性質 。 。 。 。 。 。

炭 素 化 三口泊、 物
。 。 1 。 1 。

(13'70) (10'70) 

両 分 子 物 質 。 。 。 。 。 。

|展示項目数 。

[A) 

物質

。

。

1 8 1 

(8) 

ヮ
“

ワ
白

5 10 

(cJ 
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③生物

館種 A B 。

A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 。 2 中項目

。 。 。 2 3 。

生物体をつく勺ている細胞
(29 %) (75 %) 

。 。 。 1 。 。

物質交代とエネルギー交代
( 14 ~ら)

1 。 。 。 。 。

細胞から個体へ
(20 %) 

1 2 。 。 。 。

個 体 の 維 持
(20 %) (33 ~ら)

。 3 。 3 。 1 
刺激に対する反応

(50 %) (43 %) (33 %) 

3 1 。 。 1 2 
生 物 の 集 団

(60 %) (17 %) (25 %) ( 67 ~ら)

。 。 。 1 。 。

生 物学 の 歴史
(14 %) 

|展示項目数| 4 

(A) 

5 6 。

(8] 

。
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最近の科学館における歴史傾向に関する調査と分析(皆 111 ) 

④地学

よ「~\ゴ!
A B C 

A-1 A-2 B-1 B-2 0-1 0-2 

惑星としての地球 2 6 2 2 4 2 

(太陽系・重力・磁場) ( 22 %) (26 %) (40 %) (25 %) (37 %) (29 %) 

大 気 と 海 洋
1 5 1 3 。 1 

(11 %) (22 %) (20 %) (37 %) ( 13 %) 

地球内部のエネルギー 1 4 1 1 2 。

(地震・火山・岩石) ( 11 %) ( 17 %) (20 %) ( 13 %) ( 18 %) 

地 球 σコ 歴 史
1 2 。 2 2 2 

( 11 %) ( 9 %) (25 %) ( 18 %) ( 29 ~ら)

~ 宙 の 構 成 2 5 1 。 2 2 

(太陽・恒星・銀河・膨張) ( 22 %) (22 %) (20 %) ( 18 ~ら) (29 %) 

星と宇宙の進化
2 1 。 。 1 。

(23 %) ( 4 %) ( 9 %) 

|展示項目数| 7 

(A] 

9 23 5 

(8) 

-24-
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資料lV-②

CßJ 教科書項目以外のもの(その他に該当)

( 1 )その他における割合

二孟;---\ZT A B 

A-1 A-2 B-1 B-2 0-1 

光 関 係 3 3 8 1 1 

努L 関 係 。 4 2 。 1 

物 電気関係 1 4 3 1 3 

音 関 係 。 。 3 。 1 

理
時間関係 。 2 。 。 1 

測定関係 。 4 。 1 。

力 関 係 。 。 3 。 。

系 運動関係 。 。 7 。 。

機械関係 7 18 13 11 18 

情報関係 。 10 9 3 9 

計
11 45 48 17 34 

( 73 %) ( 69 ~ら) (85 %) (59 %) ( 43 ~ら)

化 戸寸主4ー 系
。 1 1 。 5 

( 2 %) ( 2 ~ら) ( 6 ~ら)

生 物 系
。 。 。 。 11 

( 14 %) 

地 A寸主4ー与 系
。 7 。 4 3 

(11 %) ( 14 %) ( 4 %) 

人 間 系
3 12 1 7 9 

( 20 70) ( 18 %) ( 2 %) ( 24 %) ( 12 %) 

地 域 系
1 。 6 1 16 

( 770) (11 %) ( 3 %) (21 %) 

展示項目数 15 65 56 29 78 

[A) (8) lC) 

人間系

-25-

C 

0-2 

14 

1 

4 

10 

。

。

。

1 

14 

5 

49 
( 72 %) 

2 
( 3 %) 

5 
( 7 %) 

。

11 
(16 %) 

1 
( 2 %) 

68 



最近の科学館における歴史傾向に関する調査と分析(皆JII)

資料 lV-③ 

(lIIJ 1 と H の累計
( 1 )教科目別に占める割合

iJF\\ゴ空 A B C 

A-l A-2 B-3 B-2 0-1 0-2 

30 72 91 31 54 76 
物理および物理系

( 629ら) (58 %) ( 81 9ら〉 (49 %) (44 %) ( 72 %) 

1 2 9 5 15 2 
化学および化学系

( 2 %) ( 2 %) ( 9 %) ( 8 %) ( 12 %) ( 2 %) 

5 6 。 7 15 8 
生物および生物系

( 10 %) ( 5 %) ( 11 %) ( 12 %) ( 89ら〉

9 30 5 12 14 7 
地学および地学系

( 189ら) (25 %) ( 4 %) ( 19 %) (11 %) ( 7 %) 

3 12 1 7 9 11 
そ 人 間 系

( 6 %) (10 %) ( 1 %) (11 %) ( 7 %) (109'0) 
の

1 。 6 1 16 1 
他 地 域 系

( 2 %) ( 5 %) ( 2 %) ( 14 %) ( 1 %) 

展示項目全数 49 122 122 105 

[A] (8) [cJ 

化学・化学系

一 26 ー
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(2) 館種別順位

①物理・物理系

ょぬ夜f 物 理

1 力 と 運 動 (計13項目)

2 エネノレギーと仕事 7 

3 光 6 

4 音 5 

5 電流と磁界 4 

A 6 交流と電磁波 4 

7 波 の 性 質( 2 

8 分子の運動 1 

9 静 電 気( 1 

10 電流と抵抗( 1 

11 電 子 1 

12 原 子 核( 1 

1 カ と 運動 (計19項目)

2 エネルギーと仕事 ( 5 

3 3日5三 5 

4 分子の運動 4 

5 波の 性 質 4 

6 電流と抵抗( 3 

B 7 電流と磁界 3 

8 交流と電磁波 3 

9 原子の構造( 3 

10 原 子 核( 3 

11 静 電 気( 2 

12 電 子( 2 

13 光 1 

1 力 と 運 動 (計18項目)

2 電流と磁界 7 

3 コ日乞 6 

4 交流と電磁波 3 

5 エネルギーと仕事 ( 2 

C 6 光 2 

7 電流と抵抗( 2 

8 原子の構造 2 

9 原 子 核 2 

10 分子の運動 1 

11 静 電 気( 1 

12 電 子( 1 
」一一一

-27-

物 理 系

機 械 関 係 (計24項目

情 報 11 11 

光 11 6 

電 気 11 5 

拶L M 4 

担リ 定 11 4 

時 間 11 2 

機 械 関 係 (計24項目〉

情 報 庁 12 

光 11 9 

運 動 M 7 

電 気 11 4 

力 11 3 

3日'r. 11 13 

努L " 2 

担リ 定 " 1 

機 械 関 係、 (計31 項目)

情 報 11 16 

光 M 15 

コ日乞 11 11 

電 気 11 6 

~丸 11 2 

時 間 1/ 1 

運 動 11 1 



最近の科学館における歴史傾向に関する調査と分析(皆JII ) 

②化学・化学系

降、認さf 化 づA主4ー与 化 寸".，..ー与 系

1 物 質 の 状 態(計1項目〉 ふしぎな物質(計1項目)
A 

2 反 応 と 平 衡( 1 

1 原子とイ オ シ(第 3 項目) 生活と化学操作( 1 

2 結 ぷロh、 と 性 質( 3 

3 酸 化 還 元( 3 
B 

4 物 質 の 状 態( 2 

5 基礎(燃焼・金属〉 1 

6 炭 素 化 i口:,.. 物( 1 

1 結 ぷロ>. と 性 質(第 5 項目) ふしぎな物質(計1項目〉

2 原子とイ オ シ( 2 洗 浄( 1 

3 基礎(燃焼・金属) 1 石油精製プラント( 1 

。 4 物 質 の 状 態( 1 原油からポリエチレシまで ( 1 

5 炭 素 化 Jロ:>. 物( 1 高炉のしく み( 1 

6 液 晶( 1 

7 ハンドバッテリー( 1 
L一一

③生物・生物系

~点i 生 物 生 物 系

1 生 物 の 集 団 (計 4項目)

2 個 体 の 維 持( 3 
A 

3 刺激に対する反応( 3 

4 細胞から個体へ( 1 

1 刺激に対する反応(計3項目)

2 細 胞( 2 
B 

3 物質交代エネルギー交代 ( 1 

4 生物学の歴史( 1 

1 細 胞(計3項目) 各 種 生 物(計8項目)

2 生 物 の 集 団( 3 生 活 適 応( 3 

3 刺激に対する反応( 1 天 然 記 念 物( 2 
。

4 原 始 動 物( 1 

5 生きのびる工夫( 1 

6 アニマノレアイズ( 1 
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④地学・地学系

言ミh竺型 地 寸~らー 地 ρ寸~与 系

1 惑星としての地球 (計 8 項目) 巨 大地球 儀 (計 1 項目〉

2 宇 宙 の 構 成( 7 ~ム吋， 宙 説 1 

3 大
A 

気 と 海 洋 6 新しい天文技術( 1 

4 地球内部のエネルギー 5 雷 の 実 験( 1 

5 地 球 の 歴 史( 3 地 震 予 知( 1 

6 星と宇宙の進化( 3 震度シミュレーション 1 

7 地震体験装置〈 1 

1 惑星としての地球 (計 4 項目) 巨 大 地球 儀 (計 1 項目)

2 大 気 と 海 洋 4 気候 と 人 口 1 

B 3 地球内部のエネルギー 2 気圏 の 観ー測 ( 1 

4 地 球 の 歴 史( 2 海象 の 観 測( 1 

5 宇宙 の 構 成( 1 

1 惑星としての地球 (計 6 項目) イ ン 石 (計 1 項目)

2 地 球 の 歴史 4 化 石( 1 

。
3 ~ 品， 宙 の 構成 4 ~ 宙 の 謎 1 

4 地球内部のエネルギー 2 

5 大 気 と 海 洋 1 

6 星と宇宙の進化 1 

⑤人間系・地域系

長幸司E忍EE 人 間 系 地 域 系

1 感 覚(計4 項目〉 市街地ステレオ写真 (計 1 項目〉

2 錯 視 錯 覚 3 

3 脳 の 働 き 3 
A 

4 残 像( 2 

5 遊 具( 2 

6 ロ ポ ツ ト 1 

1 錯視 錯覚 (計 1 項目) 雪 と 氷 対 策 (計 3 項目〉

2 目白 と 感 覚( 1 自 然 ιしー 環境 2 

3 歩 :ff 1 北 半 球 儀( 1 

4 
B 

サーモグラフィ 1 地 下 鉄( 1 

5 ジャシプテスト 1 

6 ，馬 力 担日 定( 1 

7 反応時間測定( 1 

8 人体をつくる物質 1 

1 育E 力 ア ス ト (計 6 項目) 産 業 (計 6 項目〉

2 感覚器管のしくみ 4 特 有 生 物( 4 

3 健康 と 栄養
C 

3 チ入セ・ 通( 3 

4 眼 の 現 象( 3 災 霊EコZ 対 策( 2 

5 錯視 錯 覚( 2 地 史( 2 

6 遊 具( 2 

一 29-


